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1. はじめに  

四肢に障害をもつ車椅子の方々や，白杖を持つ視覚

障害の方々に比べて，聴覚障害や色覚障害の方々は，

日常の生活行動では，障害自体が目立つことは少ない．

しかし今回のような大震災などが発生すると，一気に，

情報弱者に陥る可能性が高い [1]．  

共著者の一人は，聴覚障害を持つ建築家であり，過

去に急病になり救急車で病院に運ばれる際に，救急救

命士とのコミュニケーションが取れず，身体的のみな

らず，心理的にも不安を感じることがあった．その際，

救急救命士は，最初に氏名，住所，連絡先などを確認

したかったが，患者の方は，先ず病状を訴えたかった

ので，コミュニケーション上の齟齬が生じた．このよ

うな背景から，緊急時の最小限のコミュニケーション

を成り立たせるためのツールとして，ここに紹介する

コミュニケーションツール（以下 SOS カード）を開発

制作した．  

制作したツールは，同様な状況に置かれた日本語が

まだ堪能では無い外国人の方々にも役立つので，数箇

国語にも翻訳した．SOS カードは紙媒体であるが，画

像として電子化して，ホームページにも載せると同時

に，スマートフォンやタブレット型端末にも搭載を試

行した．  

以下に，聴覚障害者と在住外国人の方々による SOS

カードの評価の結果と，それらを踏まえて Apple 社の

iPod touch や iPad への搭載の状況についても言及する． 

 

2. 背景  
以上に述べたような理由から，まず SOS カードの利

用場面の調査を始めた．この際，技術などのシーズか

ら先行するのではなく，実際に使われる場面を想定し

て，人間中心設計（HCD: Human Centred Design） [2]

の概念に準じて，ユーザニーズから調査を開始した．  

また国際標準化機構（ ISO）から，国際標準となっ

ている「利用の文脈（コンテキスト）ISO9241-11」[3]

も元にして，本研究では「ヒト」が「モノ」を使用し

ようとする時の，使うだろう人の特定と，どのように

使われるかという利用形態（タスク）と，使われる利

用場面（環境）の特定を行った．さらに「対話の原則」

ISO9241-110 [4]では，「ヒト」と「ヒト」の対話の状況

についてまとめてあるので，この規格も参考にした．  

まず「ヒト」であるが，ユニバーサルデザインの概

念に従い，単に聴覚障害者だけではなく，このような

緊急場面で情報弱者になるえる発話困難者や，外国人

の方々もスコープに含めることにした．  

また慶応義塾大学病院の救急科に相談し，同病院と

東京消防庁の救急の際の過去の症例についてのデータ

を解析した（表１）．このことにより，「痛み」という

キーワードが，救急時の大きな要素になりことが判明

し，このことを中心に研究を展開することとした．な

お，この解析により，症状を特定するための「痛み」

であるが，実際には「何処が痛い」，「どれほど痛い」，

「何時から痛い」など，数々の要素が含まれており，

単純に一括りにはできないことが判明した．   

次に，このようなコンテキストを元にした SOS カー

ドの使用場面については，解析の結果，代表的な 4 箇

所が想定された．１番目は，SOS カードを該当ホーム

ページからダウンロードしてプリントアウトを携帯す

ることにより，聴覚障害者や外国人自らが準備する場

面．2 番目は，駅や空港などの公共の場所に，例えば

自動対外式除細動器（AED）の近辺などに設置する場

面．3 番目は，救急車に常設設置しておき，必要に応
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じて使用する場面．最後は，病院の受付などで，看護

師と患者の初期段階のコミュニケーションに利用する

場面である  

 

3. SOS カード開発制作  
以上のような背景を踏まえ，SOS カードは，次のよ

うな構成にした．図１に，制作した SOS カードの一部

分を示す．  

・ 可搬形の冊子を準備すると共に，ホームページから

もダウンロードを可能とした．  

・ 可搬するためには，小さい必要がある．反面，状況

を指で指し示す必要もあるので，それなりの大きさ

も必要である．これらの折衷案から冊子は A5 版の

横型とした．   

・ 冊子では，在日外国人の人口構成を参照にして，日

本語，英語，韓国語，中国語（簡体），中国語（繁

体），ポルトガル語の 6 カ国に対応した．  

・ 他の言語として，スペイン語，フランス語，ドイツ

語，スェーデン語，フィンランド語，ノルウェー語，

デンマーク語，オランダ語，ロシア語の 9 ヶ国語を

準備する．これらは，海外からも使用することを想

定して，ホームページに掲載した．  

・ 患者が冊子を自分側に向けると，患者に向き合う救

急救命士は，患者が指した文字や記号が逆向きとな

り読み難いので，上下反対で，色も本来の目的から

邪魔にならない薄緑色を用いたルビを必要箇所に

振った．  

・ 「痛み」などは抽象表現であるので，直感的に分か

る絵記号（ピクトグラム）を中心にして構成した． 

・ SOS カードの構成としては，使用言語の確認，カー

ドの使い方の案内，やって欲しい事の確認，名前や

住所や連絡先の確認，痛みの部位指定と痛みの程度

の伝達であり，この際は，男性と女性との違いもあ

るので，別々のページを準備し，最後に既往症の確

認という流れにした．  

・ 用紙は，置かれる場所により汚れる可能性もあるの

で，軽く拭ける厚手の用紙を使用した．  

次に，この冊子をおくホームページについては，以

下の配慮をした．  

・ ホームページのコンテンツとしては，前述の 15 ヶ

国分の SOS カードについて，日本国内での使用に

備えた日本語ルビ付きの版，海外でも使用できるよ

うに英語ルビ付きの版，自由度を上げたルビ無しの

版の 3 種類を準備した  

・ パソコン画面用に加え，携帯電話の画面でも使える

ように，小型で縦型も画面も準備した．  

・ 最後に，冊子そのものの画面も掲載して，数々の応

用に対応した．  

・ ウェブアクセシビリティにも留意した．  

・ スペイン語や北欧語などの多言語対応は，冊子では

枚数の限界があり，ホームページのみで対応するこ

とにしたが，その際，緊急の場合の電話番号などは，

国により異なるので，「救急車を手配して下さい」

など，普遍的な表現でも伝わるように工夫を施した． 

 

4. 評価実験  
実験協力者として，実際の使用場面を想定して，聴

覚障害者と在留する外国人留学生に評価を依頼した．  

 

4.1 聴覚障害者による評価  
カードの制作にとり掛かる前に，以下の評価実験を

行った．  

人間工学では，操作性（ユーザビリティ）に関して，

前述の利用の文脈（ ISO9241-11）において，目的に即

して使えたか（有効性），短い時間とリソースで使えた

か（効率性），また次に使おうと思えるか（満足度）の

３要素から，モノの評価を行う．  

 

表 1．救急時の症例一覧  

東京消防庁
（総数290,471名）

慶応病院救急部
（総数2,421名）

38.30%

意識不明（失神，
貧血ほか） 11.20% 15.90%

呼吸困難 8.40% 5.10%
発熱 8.10% 2.30%
めまい 6.60% 6.50%
痙攣（けいれん） 5.40% 3.00%
嘔吐（おうと） 4.80% 2.50%
歩行不能 4.60% 2.40%
心肺停止 記述なし 2.30%
外傷
（打ち身も含む） 記述なし 21.60%

痛み 30.10%
内訳
（腹痛22.7%，
　頭痛19.7%，
　腰背部痛11.9%）

 

図１．SOS カード（部分）  
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今回も，この概念をもとに，2 回の評価を実施した [5]．

1 回目は，開発段階でシミュレーションを実施したも

のであり，次に示す手順を踏んだ．   

・ 聴覚障害者の実験協力者 6 人と，健聴者 3 人の，全

部で 9 名に参加してもらった．  

・ 実験者として，ストップウォッチによる時間計測担

当，ビデオでコミュニケーションを映像化する担当

者を手配した．   

・ シミュレーション上のシナリオとしては，聴覚障害

者の方が，駅で急病になった場面，救急車で運ばれ

る場面，病院の受付での場面の 3 種類を準備した．

なお伝える内容は，患者側だけに教示しておき，相

手側（健聴者の救急隊役や受付役）には，事前には

知らせない．  

以上のような要領で，SOS カードを使った場合と，

使わない場合で，シナリオでの伝達すべき内容が伝達

できた時間を測定したところ，使用した場合の方が，

約 30％の時間的効果が認められた．なお実験後に実験

協力者に使用感などについて，インタビューを実施し

たところ，効果そのものと共に，常時このようなツー

ルを携帯して，緊急の場合に備えるという，心理的な

安心感というものを指摘する人も多かった．  

 

4.2 在住外国人による評価  
ほぼ全体像が見えた 2011 年初頭に，2 回目の評価実

験として，慶應義塾大学日吉校の外国人留学生支援サ

ークルに依頼して，8 人の在留外国人及び 2 人の帰国

子女を実験協力者として，SOS カードの評価を実施し

た (図２ )．その際の手順を次に示す．  

・ ランダムに 2 人ずつの実験協力者を対にして，5 ペ

アを構成した．  

・ ペアの片方の実験協力者（A）だけに，他方（B）

に伝えるべき英文の内容を伝えた．なお英文による

指示内容は，各々5 行程度の内容にした．  

・ A は文字を使わずに，身振りと紙にポンチ絵のみで，

B に内容を伝え，B には内容の記録を依頼した．  

・ 次に別の内容を，SOS カードを用い，B に伝え，B

は内容の記録した．  

・ 次は逆にペアの片方の実験協力者 B だけに，他方 A

に伝えるべき英文の内容を伝えた．  

・ B は，SOS カードを用い，A に伝え，A は内容を記

録した．  

・ 次に別の内容を，文字を使わずに，身振りと紙にポ

ンチ絵のみで，A に内容を伝え，A は内容を記録し

た．  

2 回目の評価実験でも，各々のコミュニケーション

に要した時間を，ストップウォッチを用い計測した．

結果として，コミュニケーションカードを用いた場合

は，用いない場合と比べて，伝達時間に関して約 20％

の短縮効果が認められた．  

分散分析 (1 要因被験者内 ,df1=1,df2=9)でも，F=6.95, 

p=0.027<0.05 で，有意差ありが確認された．また一方

から他方に伝えられた内容の信頼性や正確性において

も，提出された英文の記録を採点することにより，コ

ミュニケーションカードのある場合の方の精度が，約

20％高いことが確かめられた．これについても分散分

析から，F=4.89, p=0.054<0.1 で，有意傾向が確認され

た．  

 

5. iPod touch と iPad への搭載  
以上に述べたように，紙ベースでの SOS カードを適

用した場面では，有効性，効率性，ユーザの満足度の

確認が出来た．これらの結果を踏まえ，紙ベースから

発展したものとして，タッチパネルを備えたスマート

フォンやタブレット型端末にも搭載してみた (図３ ). 

iPod touch や iPad では，指先を使って画面を操作す

るタッチパネル機能を採用しており，次に示す 6 種類

の操作機能（タップ，ダブルタップ，ドラッグ，フリ

ック，ピンチイン・アウト）を，出荷時から備えてお

り，それだけでも相応な目的を達することが可能であ

ることが認められた．なおそれ以上の機能を必要とす

る場合は，Apple 社の統合開発環境（ IDE）Xcode を用

いたソフトウェア開発が可能である [6]．  

これらの端末に搭載することの利点としては，次の

ような項目が挙げられる．  

・ タップ操作  

多言語に対応した複数の SOS カードグループで，

必要とするグループの選択操作や，該当ページの選

択操作に用いる．  

・ ダブルタップ操作  

表示画面の拡大・縮小を行い，見やすい大きさで表

図２．在住外国人による評価実験風景
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示する  

・ ドラッグ操作  

各画面の下に配置されたページ・インディケータを，

指で左右に動かすことにより，素早く必要とするペ

ージに飛ぶことが可能になる．  

・ フリック操作  

表示されたページの画面を軽くなぞることにより，

本を指で捲る要領で前後のページを開く．  

・ ピンチ・イン，ピンチ・アウト操作  

ピンチ・アウトにより，細かい文字や画像やアイコ

ンを拡大できる．一方ピンチ・インにより縮小と，

最終的には 1 階層上の階層に戻ることが出来る．  

・ 加速度センサ  

発信者が開いた内容を，受信者に見せる場合，画面

を相手側に傾けると，加速度センサにより，180 度

画面が反転し，本体を回さないでも，相手側に正面

を提示できる．  

また 90 度傾けることにより，縦型や横型の表示に

対応できる．  

・ 写真の閲覧機能  

SOS カードのコンテンツをホームページから単純

に JPEG の形式で画像データを，ダウンロードする

だけで，iPod touch や iPad に備わる写真閲覧の機能

により，多言語の SOSカードがグループ化されて，

選択することが出来る．  

・ バックライト機能  

これらの端末は，バックライトを具備しており，暗

い場所でも活用できる．  

・ Wi-Fi 機能  

ネットに接続できるので，常に最新のコンテンツ情

報が得られる．  

 

6. 運用  
SOS カードは，ボランティアの活動の一環であり，

民間企業の社会的責任（CSR）の一部であったり，地

方の行政の助成金を下に推進されたりしており，営利

を目的としてはいない．著作権（コピーライト）は謳

っているが，希望者には自由に使ってもらうことを旨

としている．また現場サイドで，より良く使用するた

めの変更や改修も，最終案を提出してもらうという条

件で認めている．海外でも使用できるように，ホーム

ページにアップするが，その際は慣習も異なる海外で

もあるので，予期せぬ事態が発生しても，使用者側の

責任で対処してもらう事にして，制作者は責任を取れ

ないことを使用にあたり明記した．  

現状までの状況としては，2007 年に「SOS カード」

を日本語と英語で制作を開始し AAJD（日本聴覚障害

者 建 築 協 会 ： Architectural Association of Japanese 

DEAF）のホームページ（http://www.aajd.org/）から提

供を行っている（図４）．  

活用状況として筆者らが把握をしているところで

は，現在までに北九州の春日那珂川大野城消防署を始

め，各地の消防本部，病院，学校など，国内 50 ヶ所以

上で活用されている．さらに 2011 年春には，東京都の

助成金を元に冊子を 8,000 冊印刷し，該当部門に配布

した．  

これと並行して，学際の活動としては，2005 年に日

本人間工学会第 46 回大会を皮切りに，国際人間工学会

（ IEA）や，国際ユニヴァーサルデザイン会議（ IAUD），

ヒューマン・コンピュータ・インタラクション国際会

議（HCII）など，海外の学会にも数多く紹介し，普及

活動を各国の意見の収集に努めた [7-10]．  

視覚障害者の方々からも，このようなツールが存在

すれば，彼らの安心・安全に寄与するとのコメントが

寄せられている．その際は，表面に点字を貼り付ける

などの視覚障害者配慮が必要であり，今後の課題とし

て検討する必要がある  

図３． iPad 上での多言語対応 SOS カード  図４．SOS カードのホームページ  
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７. まとめ 
聴覚障害者と在住外国人の方々の緊急場面の対応

のために SOS カードを開発作成した．さらに該当する

実験協力者を集い，有効性，効率性と満足度に関する

評価を行い，使えそうであることが確認できた．  

また紙ベースから発展させて，ホームページからも

ダウンロードが可能にしたり，Apple 社の iPod touch

や iPad へも試行的に搭載したりして検討を行った．  

世の中では，スマートフォンの iPhone に続き，

Android 端末も数多く出回っているので，今後はこれ

らの端末の特徴を生かす形の搭載も試みて，同様の評

価を行う予定である．  
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ついての報告をもらった．  

またカードの制作し配布にあたり，沖電気工業株式

会社の従業員による 100 円募金の支援を受けた．さら

に平成 22 年度東京都在住外国人支援事業助成の対象

事業として実施した．  
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